
住宅地

住宅地

住宅地

工業地
従業地

商業地
従業地

商業地
従業地

従業地：就業者が従業している場所

【出典】団地人口：令和2年国勢調査
※鹿児島市HP（36主要団地ごとの人口）を参考に

          R2国勢調査の人口で集計

境界線約3.0kmあたり

9箇所の跨線橋・踏切

境界線約2.1kmあたり

6箇所の跨線橋・踏切

境界線約3.6kmあたり

9箇所の渡河橋

境界線約1.7kmあたり

4箇所の跨線橋・踏切

境界線約1.8kmあたり
6箇所の渡河橋境界線約4.1kmあたり

11箇所の跨線橋・踏切

イオン鹿児島鴨池店(S50.7開業)

イオン鹿児島中央店(H11.6開業)

N'sCITY

(H12.11開業)

アミュプラザ鹿児島(H16.9開業)
さつまち鹿児島中央駅(H22.2開業)

スクエアモール鹿児島宇宿(H18.9開業)

フレスポジャングルパーク(H18.10開業)

イオンモール鹿児島(H19.10開業)

OPSIA misumi(H19.11開業)

マルヤガーデンズ(H22.4開業)

ニシムタスカイマーケット鴨池(H27.4開業)

アクロスプラザ与次郎(H29.4開業)

Li-Ka1920
(R3.6開業)

センテラス天文館(R4.4開業)

伊敷団地
6,889人

大明ヶ丘団地
2,756人

伊敷ニュータウン
6,611人

玉里団地
6,833人

城山団地
3,169人原良団地

6,811人
武岡ハイランド

7,960人

西郷団地
11,767人

星ヶ峯ニュータウン
9,633人

皇徳寺ニュータウン
10,581人

桜ヶ丘団地
11,147人

中山団地
4,003人

谷山駅周辺団地
8,150人

紫原団地
21,685人

鶴留・丸岡団地
3,507人

渋滞の起こる要因②（都市構造）
○ 鹿児島都市圏は、市街地においても南北にＪＲ、東西に甲突川や新川があり、市街地内でエリ

アが分断されています。
○ 北部から西部は住宅地、東部は商業地や従業地、南部は工業地や従業地になっているため、

日々通勤等の交通が多く発生しますが、ＪＲや河川を渡る幹線道路が少ないため、エリア間の
移動が制約され渋滞の原因となっています。
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交通需要マネジメント（TDM）施策の概要
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○ 交通需要マネジメント（Transportation Demand Management）は、車利用者の交通行動の変更
を促すことで交通量の抑制や調整を図り、渋滞を緩和する方法です。

○ TDM施策は、以下のような取組があります。

項目 概要

①通勤費の補助
（バス、市電、ＪＲなどの公共交通） 通勤費用の補助や、公共交通の情報提供等

により、公共交通の利用を促進する。
②公共交通の利用促進

③パーク・アンド・ライド通勤の促進

「パークアンドライド」 (park and ride
system)とは、自宅から最寄駅まで自家用車
を使い、駅の駐車場に自家用車を止めてか
ら公共交通機関に乗り換え、通勤する方法。
車移動する時間が減るため、地球環境にや
さしく、渋滞に巻き込まれず、時間通りに
目的地に行くことができる。

④自転車通勤の促進 自転車・徒歩通勤の推奨により、CO2の排出
量が抑えられ、健康増進にもつながる。ま
た、通勤手当等の経費が削減できる。⑤徒歩通勤の促進

⑥バイク通勤の促進 自動車より環境にやさしいバイク通勤への
転換を促す。

⑦自動車通勤の禁止 自動車通勤を禁止し、公共交通機関利用を
促す。

⑧相乗り通勤 一台のクルマに相乗りする仕組みを作り、
クルマを効率的に利用する。

⑨ノーマイカーデー
普段、マイカーで通勤等している方が、公
共交通機関（電車・バス）や相乗り、自転
車・徒歩により、ノーマイカーに取り組む
日を設ける。

⑩時差出勤、フレックスタイム制の導入 渋滞のピーク時の出勤を控え、混雑を避け
た通勤を実施する。

⑪在宅勤務の導入 在宅勤務（テレワーク）を導入することで
クルマを含む通勤を減らす。

⑫リモートワーク（サテライトオフィス
サービス等）の導入

本社とは別のオフィスの設置や、サービス
を利用することにより勤務地を分散化する。


